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１ はじめに 

 収穫後未利用農作物とは，収穫時期まで生育された農作物が収穫時に大きさや変形

によって規格外品等とされ，生鮮品として市場流通されず，さらに自家消費や知人等

に提供されたりもせず廃棄される農作物のことを指す。現在，収穫された農作物のう

ちどの程度が市場流通され，どの程度が未利用農作物とされているのか，その実態は

明確にされていない。これら規格外品等の農作物活用については，六次産業化の取組

みがみられるが，これまで廃棄されていた未利用農作物の有効活用がどの程度可能と

なったのかは把握されていない。これらの現状を明確にすることは，今後の六次産業

化のあり方や農業経営を検討するうえで重要な視点であると考える。そこで，本稿は

収穫後未利用農作物の実態を把握することと，未利用農作物を六次産業化により有効

活用することで，収穫後未利用農作物の削減可能性を検討する素地を明確にすること

を目的とした。 

２ 調査方法 

 収穫後未利用農作物の実態とそれらの活用に向けた六次産業化による有効性を明ら

かにするため，アンケート調査を実施した。調査は 2024 年 10 月〜2025 年 2 月に野菜

と果樹の生産を行っている近畿圏内の農業法人 150 社に対し郵送で調査票を配布し，

59 社から郵送にて回答いただいた。そのうち有効回答は 53 社であった（有効回答率

35.3％）。 

３ 調査結果 

 収穫後未利用農作物の実態を把握するため，市場や直売所等へ生鮮品としての販売

を目的とするものを「生鮮出荷」，加工することを目的として出荷するものを「加工出

荷」，自身の世帯で消費する自家消費や親族や友人等へのお裾分け（規格外品等で出荷

できないものも含）したものを「自家消費・贈与」，収穫したものの規格外等で出荷で

きず廃棄としたものを「未利用農作物」と区分し，生産している作物の 2023 年出荷状

況割合を回答いただいた。154 回答 52 種の作物を農林水産省の作況調査品目の分類を

基に 7 分類し，各出荷状況の割合を平均したところ，にんにくやとうがらしといった

香辛野菜，いちごなどの果実的野菜，トマトやなすといった果菜類の生鮮出荷が 90％

以上であった。加工出荷については大根などの根菜類が 34.5％で最多であり，自家消

費・贈与については葉茎菜類が 1.4%で最も多くみられた（表 1）。未利用農作物の割合

としては，葉茎菜類が 4.6%であり，次いで根菜類が 3.4%であった。全体としてはわず

かな割合ではあるものの，未利用となる作物の存在が明らかとなった。 
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次に，六次産業化が未利用農作物の有効活用に効果的であるかを明らかにするた

め，六次産業化の有無による出荷状況を把握することとした。53 社のうち農産物直売

所や加工品の製造販売などの六次産業化事業に取り組んでいるのは 34 社であった。

六次産業化に取組んでいる農業法人の出荷状況をみると，果菜類，香辛野菜，果実的

野菜の生鮮出荷が 90％以上であり，根菜類や果樹の加工出荷が 25%前後，自家消費・

贈与が葉茎菜類 1.9%と全体集計とほぼ同様の傾向がみられた。未利用農作物も同様

で，葉茎菜類が 5.1%で最も多く，次いで根菜類が 3.4%であった。一方，六次産業化

に取組んでいない農業法人の出荷状況をみると，葉茎菜類の生鮮出荷の割合が六次産

業化に取組む農業法人に比べ微減，未利用農作物については葉茎菜類の 3.9%のほか，

根菜類，果実的野菜で 3.3％みられた。 

なお，六次産業化に取組む農業法人に対し，六次産業化でどのような効果を得たと

感じているか，9 項目に対し「大いに効果があった」〜「効果はなかった」の 5 段階

で問うた（表 2）。その結果，『廃棄となる未利用収穫物の活用』に効果があったとさ

れる回答は「大いに効果があった」「どちらかといえば効果があった」が 8.8%で，効

果が感じられない割合が 61.7%であった。六次産業化の効果として比較的効果的とさ

れたのは『地域に雇用できる場の創出』17.6%，『郷土の食文化伝承』『地域活性化』

『自身の雇用の場確保』の 14.7%であった。このことから，六次産業化による未利用

農作物の活用についてはあまり効果を感じていないこと，またこれまで六次産業化に

より副収入確保や付加価値向上などに効果的とされてきたが，今回の調査ではあまり

効果を感じていないことが明らかとなった。 
 

表 1 2023 年出荷状況割合平均値 

 
表 2 六次産業化による効果（N=34） 
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葉茎菜類 果菜類 香辛野菜 根菜類 きのこ類 果実的野菜 果樹

生鮮出荷 81.0% 90.7% 98.5% 61.5% 85.0% 94.2% 76.7%

加工出荷 13.0% 6.5% 1.0% 34.5% 10.0% 3.8% 20.3%

自家消費・贈与 1.4% 1.4% 0.3% 0.6% 0.0% 0.4% 0.2%

未利用農作物 4.6% 1.4% 0.3% 3.4% 5.0% 1.6% 2.3%

生鮮出荷 82.0% 94.9% 94.0% 70.6% 85.0% 94.6% 73.4%

加工出荷 11.1% 3.5% 4.0% 26.0% 10.0% 4.0% 23.2%

自家消費・贈与 1.9% 1.2% 1.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.2%

未利用農作物 5.1% 0.5% 1.0% 3.4% 5.0% 0.9% 2.6%

生鮮出荷 79.6% 85.7% 100.0% 34.3% - 93.3% 100.0%

加工出荷 16.0% 10.1% 0.0% 60.0% - 3.3% 0.0%

自家消費・贈与 0.5% 1.7% 0.0% 2.3% - 0.0% 0.0%

未利用農作物 3.9% 2.5% 0.0% 3.3% - 3.3% 0.0%

全体

(N=53)

六次産業化

の取組あり

(N=34)

六次産業化

の取組なし

(N=19)

作物分類

大いに効果が

あった

どちらかとい

えば効果が

あった

どちらともい

えない

あまり効果

がなかった

効果は

なかった
無回答

作物販売以外の収入確保 0.0% 5.9% 8.8% 50.0% 29.4% 5.9%

作物の付加価値向上 0.0% 2.9% 11.8% 38.2% 38.2% 8.8%

自家や地域の生産物活用 2.9% 0.0% 29.4% 32.4% 26.5% 8.8%

安全・安心な食品の提供 0.0% 0.0% 20.6% 47.1% 23.5% 8.8%

郷土の食文化伝承 14.7% 0.0% 47.1% 8.8% 14.7% 14.7%

地域活性化 8.8% 5.9% 23.5% 23.5% 20.6% 17.6%

廃棄となる未利用収穫物の活用 2.9% 5.9% 14.7% 23.5% 38.2% 11.8%

自身の雇用の場確保 11.8% 2.9% 47.1% 23.5% 0.0% 14.7%

地域に雇用できる場の創出 14.7% 2.9% 35.3% 20.6% 14.7% 11.8%
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